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意
向
調
査
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　
な
お
今
回
は
、
あ
く
ま
で
意
向
調
査
で

す
。
事
業
申
請
に
必
要
な
書
類
の
提
出
は
、

平
成
　
年
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２６

噛
対
象
と
な
る
事
業
噛

　
市
内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
が
行
う
、

市
全
体
ま
た
は
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

た
事
業
で
、
事
業
費
が
　
万
円
以
上
。

３０

噛
選
考
方
法
噛

　
企
画
の
事
業
効
果
や
地
域
特
性
、
公
共

性
、
継
続
性
、
独
創
性
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
、
個
性
あ
る
地
域
振
興
事
業
検
討

委
員
会
が
選
考
。

噛
補
助
率
噛

　
　
万
円
を
上
限
に
補
助
対
象
経
費
の
　

２００

９５

％
以
内
の
額
。

※
補
助
金
の
交
付
は
原
則
と
し
て
１
団
体

　
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
が
、
事
業
達
成

　
の
た
め
に
継
続
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

　
場
合
は
、
年
１
回
の
交
付
を
３
年
間
継

　
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
目
以
降
の

　
補
助
率
は
順
次
引
き
下
げ
ま
す
。

噛
事
業
の
実
施
期
間
噛

　
平
成
　
年
５
月
～
平
成
　
年
２
月

２６

２７

噛
調
査
様
式
噛

　
平
成
　
年
度
意
向
調
査
票
な
ど
を
作
成

２６

恭
個
性
あ
る
地
域
振
興
事
業
と
は

　
市
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団

体
が
行
う
、
市
全
体
ま
た
は
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
た
事
業
に
対
し
て
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
市
民
団
体
の
創
意
工
夫
で
市
全

体
が
元
気
に
な
る
、
ま
た
は
地
域
の
た
め

に
な
る
事
業
を
、
市
民
団
体
の
申
請
に
基

づ
い
て
支
援
す
る
も
の
で
、
自
分
た
ち
が

提
案
し
た
事
業
を
自
分
た
ち
で
実
際
に
行

う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
一
体
感
を
育
て
る
、
ま
た
は
地
域

が
も
っ
と
元
気
に
な
る
、
そ
ん
な
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
事
業
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

恭
意
向
調
査
を
行
い
ま
す

　
今
回
、
平
成
　
年
度
の
補
助
対
象
事
業

２６

の
申
請
に
向
け
た
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
申
請
し
た
こ
と
が
な
い
市
民
団

体
で
、
平
成
　
年
度
に
補
助
金
の
交
付
対

２６

象
と
な
る
事
業
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場
合
、

ま
た
は
、
既
に
事
業
の
採
択
を
受
け
て
い

る
市
民
団
体
で
平
成
　
年
度
も
継
続
し
て

２６

事
業
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
、

市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体
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市
民
団
体
が
行
ううううううううううう

「
個
性
あ

「
個
性
あ
るる
地
域
振
興
事
業

地
域
振
興
事
業
」」

意向調査

　
し
、
９
月
９
日（
月
）～
　
月
　
日（
金
）

１０

１８

　
に
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総

　
務
課
へ
持
参
。

※
調
査
様
式
は
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
総

　
合
支
所
総
務
課
で
配
布
の
他
、
市
ホ
ー

事業概要および効果など平成２５年度採択事業名（団体名）

足尾地域のガイドツアーを通じ、日本の産業史における足
尾の重要性を再認識するための事業。地域を自慢できる意
識の変化が期待される。また将来の活動の素地を作ること
で、事業を継続していくことを目指す。

 A  SHI  O の魅力再発見事業Ⅲ（足
ア シ オ

尾まるごと井戸端会議）

障がい者が就労可能な職種を発見し、雇用を考える研究会
を立ち上げ、働く場所を創出する事業。健全な市民生活を
実現する上で、障がい者の暮らしの安定を図る。

障がい者の「働く」を実現する
（まちにとびだす障がい者の
会）

子育てに携わる人の本音を理解し合うための講座などを開
催し、サービスにつなげていく事業。保護者と子育て支援
に携わる人たちが理解し合うことで、子どもたちに良い環
境を整える。

地域子育て応援事業（特定非営
利活動法人和音）

地域の使われなくなった空き家や空き店舗、廃工場、廃校
などを再活用し、芸術表現の視点から地域づくりを行う事
業。平成２４年度の国際アートフィスティバル開催後、住民
の中に芽生えつつある気持ちや実感を実際の行動に移すた
め、協働による事業の基盤づくりを行う。

「住まう」を開く： NIKKO -
ニッコウ

 WA 
ワ

 TA  RA  SE 　
タ ラ セ

 Art 　
アート

 Project 
プロジェクト

（WATARASE　Art Project）

耕作放棄地などの復旧やトウモロコシのオーナー制度を実
施し、都市住民との交流を促進する事業。学生や市民ボラ
ンティアとの協働により、共有地を保全・利用することで
新たなコミュニケーションの場を創出する。また、特産品
の開発による交流人口の増加で、経済の活性化につなげる。

耕作放棄地を利用した地域の
いきがいづくり事業（どろぶ）

小来川・滝ヶ原に手つかずのまま残された自然や歴史的建
造物・文化を紹介し、散策することで地域の良さを発信す
る事業。小来川地域に一般参加者を迎えることで、多くの
人たちに地域の良さをＰＲし、活性化につなげる。

歩こう山里探検隊鎧　秋の大収
穫祭外　あるってみんべ小来川
（小来川地域活性実行委員会）

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

く
わ
し
く
は

地
域
振
興
課
　市
民
協
働
推
進
係
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広報 にっこう ８

ペットは大切ペットは大切にに
正しく飼い正しく飼いまましょしょうう外外

　９月２０日（金）～２６日（木）は動物愛護週間、１０月は正しい犬の飼い方強調月間です。
　犬や猫などのペットは私たちの心を癒してくれますが、一方で、ペットをめぐるトラブルは後を絶ちま
せん。
　ペットを飼うには社会のルールやマナーがあり、迷惑をかけないことが大切です。適切な飼い方を心掛
けて、人と動物が共生できる社会を目指しましょう。

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
の
注
意
点

興
飼
う
前
に

　
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
が
、
そ
の
喜
び
と
同
時
に
責
任
が

発
生
し
ま
す
。
　
年
以
上
、
食
事
や
運
動
、

１０

し
つ
け
、
ト
イ
レ
の
後
始
末
を
欠
か
さ
ず

続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　
現
在
は
ペ
ッ
ト
を
飼
え
る
環
境
で
も
、

引
越
な
ど
の
要
因
で
飼
え
な
い
環
境
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
代
わ
り
の
飼

い
主
を
探
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
扶
養
家
族

が
一
人
増
え
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
餌
や

日
常
の
健
康
管
理
だ
け
で
も
か
な
り
の
出

費
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
家
族
の

同
意
と
協
力
が
必
要
で
す
。
飼
う
前
に
、

も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

興
不
妊
･
去
勢
手
術

　
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、

繁
殖
を
す
る
予
定
が
な
け
れ
ば
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い
。
不
妊
・
去

勢
手
術
が
、
犬
や
猫
の
問
題
行
動
解
決
、

病
気
の
予
防
に
有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
犬
を
飼
う
場
合
の
義
務

興
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
犬
は
一
生
に
１
回
の
登
録
と
、
一
年
に

１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

興
鑑
札
な
ど
の
装
着

　
鑑
札
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
犬
に

装
着
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
内
容
へ
と
つ
な
が
る
鑑
札

は
、
飼
い
主
を
探
す
手
が
か
り
と
な
り
ま

す
。
た
と
え
室
内
で
飼
う
場
合
で
も
、
花

火
な
ど
の
大
き
な
音
で
逃
げ
出
す
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
鑑
札
を
必
ず
装
着
し
ま

し
ょ
う
。

興
放
し
飼
い
の
禁
止

　
県
の
条
例
で
、
屋
外
で
の
放
し
飼
い
は

叶飼飼飼飼飼飼飼飼飼飼うううううううううう前前前前前前前前前前にににににににににに確確確確確確確確確確認認認認認認認認認認すすすすすすすすすするるるるるるるるるるチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッククククククククククシシシシシシシシシシーーーーーーーーーー飼う前に確認するチェックシートトトトトトトトトトト叶
　１つでもチェックできない項目がある場合は、
もう一度よく考えてください。

□ペットを一生、欠かさず世話できる。

□自身や家族にアレルギーが無い。

□家族の同意があり、飼える環境にある。

□結婚、転勤で飼えない環境にならない。

□毎日の食事代、病気のときの治療代などにお金を　

　かけられる。

□近隣への影響を考え、配慮ができる。

□飼えなくなった場合のことを考えている。

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
室
内
や
お
り
で
飼

う
場
合
は
、
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
戸
締

り
や
施
錠
を
確
実
に
し
ま
し
ょ
う
。

興
ふ
ん
の
後
始
末

　
散
歩
中
に
ふ
ん
を
し
た
場
合
は
必
ず
持

ち
帰
り
、
道
路
や
公
園
な
ど
公
共
の
場
所

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

興
適
正
な
し
つ
け

　
適
正
な
し
つ
け
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
頻

繁
な
鳴
き
声
な
ど
の
騒
音
は
周
辺
地
域
の

人
へ
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　
猫
を
飼
う
場
合
の
注
意
点

興
室
内
で
飼
う

　
室
内
で
飼
う
こ
と
で
、
鳴
き
声
や
近
隣

へ
の
ふ
ん
尿
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、
迷

子
や
交
通
事
故
の
危
険
も
減
り
ま
す
。

興
名
札
な
ど
の
連
絡
先
明
示

　
室
内
で
飼
う
場
合
で
も
、
ア
ク
シ
デ
ン

ト
や
不
注
意
で
迷
子
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
名
札
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は

生
活
安
全
課
　生
活
安
全
係
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県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
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